※別添の「事業計画書作成マニュアル」を参考にしてご記入ください。

大田区創業支援施設　ＢＩＣあさひ

シェアードオフィス事業計画書

１．事業名（34字以内）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．利用希望理由

	

	

	

	


３．あなたにとって、現在の活動状況と比べ、大田区創業支援施設シェアードオフィスを利用する最大のメリットは何ですか。（いくつでも可）

	1.仕事場の確保　　2.より良い職場環境が得られる　　3.現在より安価な賃料　　4.各種支援の享受　

5.その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


４．当施設で支援を受けたい分野（下記の中であてはまるものに○をつけてください）

	1.資金調達　　2.販路拡大・事業提携先獲得　　3.技術指導　　4.経営全般　

5.その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


申請中、または承認を受けている公的支援制度：
５．代表者名等（職歴は最新のものから書いてください）

	代表者名
	
	住所
	

	生年月日
	西暦
	年齢
	　　　　歳

	自宅TEL
	
	携帯ＴＥＬ
	

	職歴等
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	

	


６．事業コンセプトと製品・サービスの説明

	1.事業ビジョン
	

	

	2.製品・サービスの概要と技術的原理
	

	

	

	

	3.この事業が必要とされる社会的背景　　　　　　　　　　　　　　　
	

	

	

	4.類似の製品・サービス
	

	

	

	5.類似製品・サービスとの違い（優位性）
	

	

	

	6.類似製品・サービスとの違い（弱点）
	

	

	

	7.知的所有権の取得の状況
	

	

	8.この事業に関連する経営者等の経験や能力・資格
	

	

	


７．販売ターゲットとそれに向けた販売方法

	

	

	


８．市場規模（予想される顧客数）・販売対象エリアと市場の状況（成長市場か、成熟市場か）

	

	


９．販売価格、価格設定方針
	

	


10．事業化の問題点とリスク
	

	

	


11．事業化に向けての現在の進捗状況

	

	

	


12.売上・利益計画（事業化以降の予測で結構です）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

	事業名・商品名
	第１期
（平成　　年　　月期）
	第２期
（平成　　年　　月期）
	第３期
（平成　　年　　月期）

	
	
	
	

	
	（　　　　）

（　　　　）
	（　　　　）

（　　　　）
	（　　　　）

（　　　　）

	
	
	
	

	売上高計
	
	
	

	目標経常利益
	
	
	


（　　）内は粗利益率（％）

13.資金調達方法（下記の中であてはまるもの全てに○をつけてください）

	1.自己資金　　2.親族・友人　　3.公的金融機関　　4.民間金融機関　　5.その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


14.今後6ヵ月の行動計画

	
	

	１ヵ月目
	

	２ヵ月目
	

	３ヵ月目
	

	４ヵ月目
	

	５ヵ月目
	

	６ヵ月目
	


事業計画書作成マニュアル
１．事業名（34字以内）　1行でどんな事業なのかを明確に訴えることが、事業をｱﾋﾟｰﾙするための最大のﾎﾟｲﾝﾄです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．当施設で支援を受けたい分野（下記の中であてはまるものに○をつけてください）

　　申請中、または承認を受けている公的支援制度：革新支援法その他、現在過去に関わらず支援を受けたり、受けよ

うとしているもの

６．事業コンセプトと製品・サービスの説明

	1.事業ビジョン
	この事業でどこまでやりたいのか、どんな企業になりたいのか、理想の姿を言葉で表したもの。

	例：業界をﾘｰﾄﾞするﾄｯﾌﾟ企業を目指す、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ関連ﾋﾞｼﾞﾈｽの中で法人向けｻｰﾋﾞｽに特化したﾕﾆｰｸな位置づけを

	確立し、ﾆｯﾁ名分野でのﾘｰﾀﾞｰとなる、地球環境保護に積極的な役割を果たす企業となる、など

	2.製品・サービスの概要と技術的原理
	製品･ｻｰﾋﾞｽについて、どのような機能・体裁・内容・特長なのかをわかり

	やすく説明してください。また、その技術的裏づけ（原理）についても具体的に説明してください。

	3.この事業が必要とされる社会的背景　　　　　　　　　　　　　　　
	新たな事業を始める場合には、その事業が社会にとって必要とされてい

	るかどうかが大きなﾎﾟｲﾝﾄとなります。この事業を思いついたきっかけも含め、具体的なﾆｰｽﾞや経済･社会の状況につ

	いて記入してください。例：同様の製品は生活の様々な分野で利用されているが、既存の商品はﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄが高く、

	機能も単純で、ﾆｰｽﾞに対応し切れていない。

	4.類似の製品・サービス
	冷静に調査を行い、類似製品・ｻｰﾋﾞｽの名称、企業名を書いてください。

	

	5.類似製品・サービスとの違い（優位性）
	

	

	6.類似製品・サービスとの違い（弱点）
	類似製品･ｻｰﾋﾞｽのほうが御社のものより優れている点を、具体的に

	（できれば数値を挙げて）説明してください。

	7.知的所有権の取得の状況
	特許･実用新案・意匠登録・商標登録など

	

	8.この事業に関連する経営者等の経験や能力・資格
	技術に限らず、営業の経験や類似の事業に従事した経験、

	事業の実施に必要な免許や資格などをお持ちの場合は、具体的に書いてください。


７．販売ターゲットとそれに向けた販売方法

	例えば「個人が、自宅で趣味として」など、誰が、どのように利用するのかという観点からまとめてください。

	例：PC1は自宅でﾜｰﾌﾟﾛ、ﾃﾞｼﾞｶﾒ編集を行う個人向け、PC2はｸﾞﾗﾌｨｯｸｿﾌﾄを使うﾍﾋﾞｰﾕｰｻﾞｰ向け

	販売方法：直販（通販か直接営業か）か代理店経由か、など


８．市場規模（予想される顧客数）・販売対象エリアと市場の状況（成長市場か、成熟市場か）

	上記のﾀｰｹﾞｯﾄとなる顧客の数や市場の規模を、出来るだけ具体的な数値を挙げて記入してください。

	市場が成長しているかどうかも重要です。また、成熟市場であっても儲かる仕組みなのであればそれを書いてください。


９．販売価格、価格設定方針

	ﾕｰｻﾞｰへの標準販売価格、卸売価格等を具体的に示してください。また、価格の設定戦略（初期は拡販のため低価格、

	顧客の特性により高価格維持、など）についても記載してください。


10．事業化の問題点とリスク

	例：販売に関するノウハウがないため、顧客・販路の開拓が計画通りに進まない可能性がある。

	類似製品の価格引下げによる競争力の低下が考えられる。

	その他の要因としては商品・サービスのライフサイクルが短い、人材の不足、法的規制など


11．事業化に向けての現在の進捗状況

	この事業計画に記述されているﾌﾟﾗﾝが現在どのような段階にあるのかを記入してください。具体的には、事業化調査を

	行っている段階、法人化準備の段階、すでに事業を開始している、など

	


14.今後6ヵ月の行動計画

９．を踏まえて、事業化に向けて達成すべき目標を書いて下さい。6ヶ月後に達成すべき事項（例えば法人化）から逆算して各月までに何が終了していなければならないかを考えます。具体的な営業活動等の記述ではありません。

例：6ヶ月目（資金調達の支援受ける、法人化諸手続きの開始）、5ヶ月目（購買可能性の高い顧客20件の確保）、4ヶ月目（営業活動のレビューと必要に応じた改善）、3ヶ月目（プロスペクト50件確保と絞込み）、2ヶ月目（リストアップ終了とサスペクト訪問開始）、1ヶ月目（ターゲット顧客リストアップのため支援を受ける・セールスツールの作成）
